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三

被
全
世
話
人
と
在
精
神
科
病
院
触
法
障
碍
者
の
選
挙
権
の
制
限
（
畑
尻
）

被
全
世
話
人
と
在
精
神
科
病
院
触
法
障
碍
者
の
選
挙
権
の
制
限

―
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
選
挙
審
査
抗
告
決
定
を
め
ぐ
っ
て

―

畑　
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結
び
に
か
え
て

は
じ
め
に

二
〇
一
九
年
一
月
二
九
日
、
ド
イ
ツ
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
二
法
廷
は
、
そ
の
す
べ
て
の
業
務
の
介
護
の
た
め
に
世
話
人
が
任
命
さ
れ



五
〇
四

る
者
と
、
刑
法
二
〇
条
（
責
任
無
能
力
）
と
結
び
つ
い
た
六
三
条
に
よ
っ
て
命
令
に
基
づ
き
精
神
科
病
院
に
身
を
置
く
者
は
選
挙
権
を
有

し
な
い
と
す
る
ド
イ
ツ
連
邦
選
挙
法
一
三
条
二
号
及
び
三
号
を
違
憲
で
あ
る
と
し
た
（BV

erfGE 151, 1ff. 29. 01. 2019 – 2
 BvC 62/14

）。

こ
の
決
定
に
は
、
選
挙
審
査
抗
告
の
制
度
趣
旨
か
ら
、
基
本
法
に
お
け
る
「
普
通
選
挙
の
原
則
」
と
「
障
碍
を
理
由
と
す
る
不
利
益
の

禁
止
」
の
具
体
的
内
容
、
そ
し
て
裁
判
に
お
け
る
国
際
人
権
条
約
の
取
扱
い
、
さ
ら
に
は
違
憲
判
断
の
事
後
処
理
に
い
た
る
ま
で
、
選
挙

権
を
め
ぐ
る
実
体
憲
法
論
と
憲
法
訴
訟
法
の
さ
ま
ざ
ま
な
論
点
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
制
度
と
そ
の

運
用
の
特
徴
が
明
確
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

他
方
、
本
決
定
の
対
象
に
つ
い
て
は
、
規
制
内
容
に
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
成
年
被
後
見
人
と
受
刑
者
の
選
挙
権
の
制
限
と
い
う
形
で

日
本
で
も
同
様
の
憲
法
訴
訟
が
提
起
さ
れ
、
近
年
、
い
く
つ
か
の
裁
判
例
が
あ
る）1
（

。
そ
し
て
そ
こ
で
は
、
本
決
定
と
同
様
の
諸
論
点
に
つ

い
て
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。

本
稿
は
、
二
〇
一
九
年
決
定
の
分
析
を
通
し
て
選
挙
権
と
い
う
民
主
主
義
の
根
幹
に
か
か
わ
る
憲
法
問
題
に
対
し
て
憲
法
裁
判
所
型
の

違
憲
審
査
が
手
続
法
上
そ
し
て
実
体
法
上
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
か
を
検
討
す
る
。
同
時
に
、
こ
の
よ
う
な
検
討
が
、
司
法
審
査
型

違
憲
審
査
の
制
度
と
そ
の
運
用
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
の
か
に
つ
い
て
も
確
認
し
た
い）2
（

。

Ⅰ 

事
案
の
概
要

ド
イ
ツ
連
邦
選
挙
法
（
以
下
「
選
挙
法
」）
一
三
条
は
、
選
挙
権
を
有
し
な
い
者
と
し
て
、「
確
定
判
決
に
よ
り
、
選
挙
権
を
有
し
な
い

者
」（
一
号
））

（
（

と
と
も
に
、「
暫
定
的
な
命
令
に
よ
ら
ず
、
そ
の
す
べ
て
の
業
務
の
介
護
の
た
め
に
世
話
人
が
任
命
さ
れ
る
者
」（
二
号
）（
以



五
〇
五

被
全
世
話
人
と
在
精
神
科
病
院
触
法
障
碍
者
の
選
挙
権
の
制
限
（
畑
尻
）

下
「
被
全
世
話
人
」）
と
、「
刑
法
二
〇
条
（
責
任
無
能
力
─
引
用
者
）
と
結
び
つ
い
た
六
三
条
の
規
定
に
よ
り
命
令
に
基
づ
き
精
神
科
病
院
に

身
を
置
く
者
」（
三
号
）（「
以
下
「
在
精
神
科
病
院
触
法
障
碍
者
」）
を
挙
げ
て
い
た）4
（

。

そ
れ
ぞ
れ
選
挙
法
二
号
お
よ
び
三
号
に
該
当
す
る
と
し
て
、
第
一
八
回
連
邦
議
会
選
挙
（
二
〇
一
三
年
九
月
）
に
お
い
て
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
者
が
同
年
一
一
月
二
二
日
の
書
面
で
、
第
一
八
回
連
邦
議
会
選
挙
の
効
力
に
対
し
て
、
連
邦
議
会
に
選
挙
審
査
を
申
し

立
て
た
。
そ
こ
で
は
、
当
該
選
挙
法
の
規
定
が
、
①
普
通
選
挙
の
原
則
（
基
本
法
三
八
条
一
項
一
文
）、
②
欧
州
人
権
条
約
一
四
条
、
欧
州

人
権
条
約
第
一
議
定
書
三
条
な
ら
び
に
障
碍
者
の
権
利
条
約
一
四
条
、
お
よ
び
③
障
碍
を
理
由
と
す
る
不
利
益
の
禁
止
（
基
本
法
三
条
三

項
二
文
）
に
違
反
す
る
と
主
張
さ
れ
た
。

連
邦
議
会
は
二
〇
一
四
年
一
〇
月
九
日
の
決
定
に
お
い
て
、
申
立
人
の
申
立
て
を
退
け
た
。
そ
こ
で
は
、
憲
法
上
の
疑
義
に
理
由
が
な

い
こ
と
の
ほ
か
、
選
挙
審
査
の
対
象
は
あ
く
ま
で
現
行
選
挙
法
の
適
用
・
運
用
で
あ
っ
て
選
挙
法
自
体
の
違
憲
性
で
は
な
い
と
さ
れ
た

【
17
】（
以
下
。
本
決
定
の
内
容
を
紹
介
す
る
際
に
は
、
決
定
の
欄
外
番
号
を
示
す
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
選
挙
審
査
抗
告

（W
ahlprüfungsbeschw

erde

）
が
提
起
さ
れ
た
【
18
】。

Ⅱ 

選
挙
審
査
抗
告

連
邦
議
会
の
選
挙
審
査
決
定
に
対
し
て
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
抗
告
を
提
起
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
（
基
本
法
四
一
条
二
項
）。
こ
の

選
挙
審
査
抗
告
（
山
本
［
憲
法
裁
判
］
四
九
八
頁
以
下
参
照
））

5
（

で
は
、
選
挙
執
行
の
違
憲
・
違
法
性
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
前
提
と
な
る
法
令

そ
れ
自
体
の
違
憲
性
・
違
法
性
が
判
断
さ
れ
る
【
26
】。



五
〇
六

五
〇
六

ま
た
、
従
来
、
選
挙
抗
告
の
主
た
る
目
的
は
連
邦
議
会
の
正
当
な
構
成
を
保
障
す
る
た
め
の
客
観
的
な
選
挙
法
の
保
護
で
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
た
が
、
二
〇
一
二
年
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
法
の
改
正）6
（

に
よ
り
、
主
観
的
権
利
侵
害
の
み
を
理
由
と
す
る
選
挙
審
査
抗
告
の
提
起
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た）7
（

。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
連
邦
議
会
選
挙
の
有
効
性
や
議
員
の
議
席
喪
失
と
は
別
に
、
連
邦
議
会
選
挙
に
お
け
る

有
権
者
の
権
利
侵
害
そ
れ
自
体
が
選
挙
審
査
抗
告
の
対
象
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
【
25
】。
そ
し
て
こ
の
場
合
に
は
、
抗
告
人
は
当
該

選
挙
の
瑕
疵
が
議
席
の
配
分
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
当
該
連
邦
選
挙
が
無
効
と
宣
言
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

否
か
を
述
べ
る
必
要
は
な
く
な
っ
た
【
29
】。
こ
こ
で
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
要
請
さ
れ
る
の
は
、
連
邦
議
会
選
挙
が
無
効
と
宣
言
さ
れ
る

べ
き
で
は
な
い
審
査
抗
告
に
お
い
て
は
、
主
張
さ
れ
る
権
利
侵
害
を
解
明
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
れ
を
主
文
に
お
い
て
確
認
す
る
こ
と

で
あ
る
【
（0
─

（1
】。

あ
わ
せ
て
、
先
例
（BV

erfGE 122, （04
：
森
三
二
一
頁
以
下
参
照
）
に
し
た
が
い
、
当
該
選
挙
に
基
づ
い
て
成
立
し
た
連
邦
議
会
の
立
法

期
が
終
了
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
場
合
に
よ
っ
て
は
選
挙
審
査
抗
告
が
不
適
法
と
な
る
こ
と
は
な
い
と
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
選
挙
法
の
違

憲
性
が
各
選
挙
期
を
こ
え
て
影
響
を
及
ぼ
し
続
け
る
場
合
に
は
、
選
挙
の
瑕
疵
の
判
断
に
は
公
的
利
益
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
【
（5
─

（8
】）

8
（

。

Ⅲ 

基
本
法
・
国
際
人
権
条
約

1　

普
通
選
挙
の
原
則

（
1
）
本
決
定
の
論
理



五
〇
七

被
全
世
話
人
と
在
精
神
科
病
院
触
法
障
碍
者
の
選
挙
権
の
制
限
（
畑
尻
）

五
〇
七

本
決
定
で
は
、
先
例
と
同
様
に
、
選
挙
権
の
法
的
性
格
に
言
及
す
る
こ
と
な
く
直
ち
に
、
基
本
法
上
の
選
挙
原
則
の
一
つ
で
あ
る
「
普

通
選
挙
の
原
則
」（「
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
の
議
員
は
、
普
通
、
直
接
、
自
由
、
平
等
及
び
秘
密
の
選
挙
に
よ
っ
て
選
挙
さ
れ
る
。」（
三
八
条
一
項
一
文
））

か
ら
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る）9
（

。

ま
ず
、
普
通
選
挙
は
、
選
挙
の
平
等
と
同
様
に
、
民
主
主
義
原
理
が
前
提
と
す
る
公
民
の
政
治
的
自
己
決
定
に
お
け
る
平
等
を
確
保

し
、
普
通
選
挙
の
原
則
は
、
す
べ
て
の
人
が
そ
の
選
挙
権
を
で
き
る
だ
け
同
じ
や
り
方
で
行
使
で
き
る
こ
と
を
要
請
し
、
厳
格
か
つ
形
式

的
な
平
等
の
意
味
に
お
い
て
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
特
別
法
と
一
般
法
の
関
係
か
ら
基
本
法
三
条
一
項
の
一
般
平
等
原

則
の
適
用
は
排
除
さ
れ
る
【
42
】）

（1
（

。

た
し
か
に
、
普
通
選
挙
の
原
則
は
、
区
別
を
絶
対
的
に
禁
止
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
区
別
を
正
当
化
す
る
た
め
に
は
、
憲
法
に
よ
っ

て
正
統
化
さ
れ
少
な
く
と
も
こ
の
原
則
と
同
等
の
重
み
を
も
つ
特
別
の
理
由
─
「
や
む
を
得
な
い
理
由
」
─
が
必
要
で
あ
る
【
4（
】）

（（
（

。「
普

通
選
挙
の
原
則
の
制
約
と
選
挙
権
者
の
区
別
を
正
統
化
す
る
た
め
に
適
合
的
な
理
由
と
し
て
特
に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
国
民
の
政
治
的
意

思
形
成
に
お
け
る
統
合
過
程
と
い
う
選
挙
の
性
格
を
確
保
し
、
国
民
代
表
が
機
能
し
う
る
能
力
を
保
障
す
る
と
い
う
民
主
的
な
選
挙
に

よ
っ
て
追
求
さ
れ
る
目
的
で
あ
る
」。
そ
し
て
、
前
者
に
属
す
る
の
が
選
挙
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
能
の
確
保
で
あ
り
、
そ
の
基
礎

に
あ
る
の
が
、
民
主
主
義
は
、
治
者
と
被
治
者
の
間
の
自
由
で
開
か
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
前
提
と
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、「
特
定
の
人
的
集
団
に
あ
っ
て
は
、
国
民
と
国
家
機
関
と
の
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
過
程
に
十
分
な
程
度
に
お
い
て

は
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
能
動
的
選
挙
権
の
制
限
が
憲
法
上
正
当
化
さ

れ
る
」【
44
─

45
】。

さ
ら
に
、
目
的
の
正
統
性
と
と
も
に
、
区
別
さ
れ
た
規
律
が
そ
の
目
的
を
追
求
す
る
た
め
に
適
合
的
か
つ
必
要
で
あ
る
こ
と
が
要
請
さ



五
〇
八

れ
る
。
そ
の
許
容
さ
れ
る
程
度
は
、
選
挙
権
へ
の
介
入
の
強
度
に
も
従
う
。
そ
の
際
、
立
法
者
は
そ
の
判
断
お
よ
び
評
価
に
お
い
て
抽
象

的
に
組
み
立
て
ら
れ
た
事
案
内
容
で
は
な
く
政
治
的
な
現
実
に
定
位
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
選
挙
権
の
制
約
が
正
当
化
さ
れ
る
か
否
か

の
審
査
の
際
に
は
、
厳
格
な
基
準
が
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
【
46
】。

た
し
か
に
、
選
挙
の
よ
う
な
多
数
の
事
例
を
類
型
的
に
規
律
す
る
こ
と
が
必
要
な
領
域
で
は
、
立
法
者
に
は
、
選
挙
権
の
内
容
形
成
を

行
う
際
に
、
単
純
化
と
類
型
化
を
行
う
権
限
が
あ
る
【
47
】。
し
か
し
、
そ
の
際
、
典
型
的
で
な
い
事
例
を
典
型
的
な
も
の
と
し
て
選
択

し
て
は
な
ら
ず
、
現
実
に
即
し
て
典
型
的
な
事
例
を
基
準
と
し
て
基
礎
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
く
わ
え
て
、
類
型
化
は
、
そ
れ
と
結

び
つ
い
た
過
酷
さ
を
容
易
に
は
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
対
象
と
な
る
者
が
比
較
的
少
数
で
、
か
つ
不
平
等
な
取
扱
い
が
特
に
重
大
で

は
な
い
場
合
に
の
み
許
容
さ
れ
る
（
類
型
化
に
関
す
る
憲
法
上
の
要
請
）。
事
情
に
よ
っ
て
は
、
耐
え
難
い
負
担
を
回
避
す
る
た
め
に
、
過
酷

事
例
条
項
が
必
要
で
あ
る
。
結
局
、
類
型
化
の
利
点
は
そ
れ
と
必
然
的
に
結
び
つ
く
不
平
等
取
扱
い
と
適
切
な
関
係
に
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
【
48
】。

（
2
）
普
通
選
挙
の
原
則
と
立
法
裁
量

以
上
の
よ
う
な
本
決
定
に
お
け
る
普
通
選
挙
の
原
則
に
関
す
る
基
本
的
な
判
断
枠
組
み
は
、
普
通
選
挙
原
則
が
問
題
と
な
っ
た
平
等
選

挙
原
則
と
同
様
の
も
の
で
あ
り
、
在
外
ド
イ
ツ
人
の
選
挙
権
制
限
に
関
す
る
二
〇
一
二
年
七
月
四
日
の
第
二
法
廷
決
定
（BV

erfGE 1（2, 

（9

：
林
三
四
七
頁
以
下
参
照
）
を
中
心
に
、
平
等
選
挙
の
原
則
に
つ
い
て
の
超
過
議
席
に
関
す
る
一
九
九
七
年
四
月
一
〇
日
の
第
二
法
廷
判

決
（BV

erfGE 95, （（5

：
永
田
四
二
二
頁
以
下
参
照
）
そ
し
て
、
基
本
議
席
条
項
に
関
す
る
同
日
の
同
法
廷
判
決
（BV

erfGE 95, 408

：
山
本

四
二
八
頁
以
下
参
照
）
な
ど
多
く
の
先
例
に
よ
っ
て
い
る
。（「
選
挙
原
則
」
に
関
す
る
判
例
に
つ
い
て
は
、土
屋
［
選
挙
原
則
］
参
照
）
た
と
え
ば
、

区
別
を
正
当
化
す
る
た
め
の
、
や
む
を
得
な
い
理
由
の
判
断
枠
組
み
と
し
て
、
基
本
議
席
条
項
に
関
す
る
判
決
が
引
か
れ
、「
①
差
別
的



五
〇
九

被
全
世
話
人
と
在
精
神
科
病
院
触
法
障
碍
者
の
選
挙
権
の
制
限
（
畑
尻
）

規
律
の
根
拠
が
、
憲
法
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
、
選
挙
の
平
等
と
等
し
い
重
要
性
を
も
つ
（
釣
り
合
い
が
取
れ
る
）
よ
う
な
理
由
［
目
標
］

で
あ
る
こ
と
、
②
当
該
規
律
が
、
当
該
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
ふ
さ
わ
し
く
、
ま
た
必
要
な
程
度
を
逸
脱
し
て
い
な
い
こ
と
、
と
い
う

枠
組
で
あ
る
。
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
、
目
的
の
憲
法
的
正
当
性
、
規
律
の
適
合
性
、
必
要
性
、
法
益
の
均
衡
が
要
求
さ
れ
て
い

る
」（
土
屋
［
法
的
性
格
］
三
〇
〇
頁
）
と
評
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
の
代
表
的
な
注
釈
書
も
超
過
議
席
に
関
す
る
判
決
を
引
い
て
、

「
こ
の
よ
う
な
定
式
は
…
…
そ
れ
が
、『
や
む
を
得
な
い
理
由
』
の
承
認
に
つ
い
て
も
存
在
す
る
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
守
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
広
く
認
め
ら
れ
る
立
法
者
の
決
定
裁
量
を
言
い
換
え
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」（V

gl. K
lein, Rn. 86

）
と
分
析

し
て
い
る
。

こ
こ
に
は
、
選
挙
に
関
す
る
立
法
裁
量
と
憲
法
上
の
規
律
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
問
題
が
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
連
の
判
例
に
お

い
て
は
、
選
挙
制
度
の
内
容
の
決
定
・
形
成
に
つ
い
て
は
立
法
者
に
裁
量
が
認
め
ら
れ
、
具
体
的
な
選
挙
制
度
の
憲
法
原
則
に
基
づ
く
憲

法
裁
判
所
の
審
査
に
つ
い
て
は
選
挙
の
平
等
の
原
則
の
形
式
的
性
格
が
強
調
さ
れ
、
厳
格
な
審
査
が
行
わ
れ
る
と
い
う
形
で
、
立
法
者
と

憲
法
裁
判
所
の
役
割
分
担
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
高
田
三
〇
五
頁
参
照
）。

（
（
）「
弁
識
能
力
」
と
手
段
審
査
に
お
け
る
類
型
化
に
関
す
る
憲
法
上
の
要
請

本
決
定
で
は
、
先
例
と
同
様
に
、
普
通
選
挙
の
原
則
を
制
約
す
る
正
当
な
目
的
と
し
て
、
国
民
の
政
治
的
意
思
形
成
に
お
け
る
統
合
過

程
と
い
う
選
挙
の
性
格
・
機
能
（
選
挙
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
能
）
を
確
保
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
選
挙
の
本
質

と
意
義
へ
の
必
要
な
弁
識
能
力
（
以
下
「
弁
識
能
力
」）
を
欠
く
人
的
集
団
の
選
挙
権
か
ら
の
除
外
が
正
統
化
さ
れ
て
い
る
。
先
に
挙
げ
た

代
表
的
な
注
釈
書
に
よ
れ
ば
、
民
主
主
義
国
家
に
お
い
て
最
も
重
要
な
市
民
の
権
利
で
あ
る
選
挙
権
は
公
民
と
し
て
の
権
利
（
基
本
法

三
三
条
一
項
）
で
あ
り
、
基
本
権
類
似
の
権
利
で
あ
る
。
選
挙
権
は
、
そ
の
保
持
者
に
自
立
し
た
個
人
と
し
て
国
家
の
意
思
決
定
に
責
任



五
一
〇

を
も
っ
て
参
加
す
る
権
限
を
与
え
て
い
る
。
民
主
主
義
的
正
統
化
は
、
選
挙
権
の
保
持
者
自
ら
が
参
加
す
る
自
由
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
過
程
か
ら
の
み
生
じ
得
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
た
と
え
ば
、
低
年
齢
あ
る
い
は
行
為
能
力
が
な
い
ゆ
え
に
こ
の
よ
う
な
プ
ロ

セ
ス
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
に
選
挙
権
を
付
与
す
る
こ
と
は
、
民
主
主
義
的
原
理
を
そ
の
核
心
に
お
い
て
侵
害
す
る
こ
と
に
な

る
（V

gl. K
lein, Rn. 1（5ff.

）。

こ
の
よ
う
に
選
挙
（
権
）
に
は
弁
識
能
力
が
要
求
さ
れ
る
が
、
し
か
し
同
時
に
、
普
通
選
挙
の
原
則
を
制
約
し
選
挙
権
者
を
区
別
す
る

た
め
に
は
、「
や
む
を
得
な
い
理
由
」
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
、
選
挙
権
の
制
約
が
正
当
化
さ
れ
る
か
否
か
は
、
い
わ
ゆ
る
三
段
階
審
査

と
い
う
手
法
で
厳
格
な
基
準
の
下
で
、
目
的
・
手
段
審
査
が
行
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
手
段
審
査
に
お
い
て
は
、
立
法
者
の
単
純
化
・
類
型
化
権
限
を
認
め
な
が
ら
も
同
時
に
、
類
型
化
に
対
す
る
憲
法
上
の
要
請

が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
4
）
学
説

従
来
、
選
挙
法
一
三
条
二
号
お
よ
び
三
号
に
つ
い
て
、
学
説
は
合
憲
（
合
法
）
論
と
違
憲
（
違
法
）
論
に
分
か
れ
て
い
た
。
一
般
的
な

合
憲
論
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
民
主
主
義
が
責
任
あ
る
自
律
的
な
行
為
の
た
め
の
能
力
を
前
提
と
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
適
切
で
あ

る
（V

gl. M
eyer, Rn. 4 ; K

luth, Rn. 18

）
と
主
張
さ
れ
る
。
他
方
、
限
定
的
に
、
選
挙
権
の
制
約
が
被
全
世
話
人
に
限
定
さ
れ
て
い
る
限

り
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
規
律
は
国
際
法
に
適
合
す
る
と
す
る
も
の
も
あ
る
（V

gl. G
uckelberger, S. 56（

）。

こ
れ
に
対
し
て
、
国
際
人
権
条
約
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
権
利
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
と
す
る
見
解）（1
（

と
と
も
に
、
本
決
定
と
同
様
に
、

「
当
該
規
定
が
許
さ
れ
た
法
律
上
の
類
型
化
と
い
う
方
法
で
、
民
主
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
過
程
に
参
画
す
る
た
め
の
弁
識
能
力
が
欠

け
て
い
る
人
的
集
団
を
把
握
す
る
た
め
に
適
切
か
否
か
は
疑
わ
し
い
」（M

üller, Rn. 1（（
）
と
す
る
違
憲
論
も
主
張
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
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一

被
全
世
話
人
と
在
精
神
科
病
院
触
法
障
碍
者
の
選
挙
権
の
制
限
（
畑
尻
）

別
の
論
者
に
よ
れ
ば
、
最
も
明
解
で
容
易
に
実
施
可
能
な
方
法
は
、
当
事
者
の
弁
識
能
力
と
選
挙
か
ら
の
除
外
に
つ
い
て
、
後
見
裁
判
官

が
独
立
し
て
か
つ
個
別
に
判
断
す
る
こ
と
で
あ
る
（V

gl. Schreiber

（D
V

BL

）, S. （50

）。

2　

障
碍
を
理
由
と
す
る
差
別
の
禁
止

（
1
）
基
本
法
三
条
三
項
二
文
の
「
不
利
益
」

「
何
人
も
、
そ
の
障
碍
を
理
由
と
し
て
不
利
益
を
受
け
て
は
な
ら
な
い
」
と
す
る
基
本
法
三
条
三
項
二
文
の
「
不
利
益
」
と
は
何
か
。

一
九
九
七
年
一
〇
月
八
日
の
第
一
法
廷
決
定
（BV

erfGE 96, 288

：
宮
地
一
一
〇
頁
以
下
参
照
）
に
よ
れ
ば
、「
不
利
益
」
は
、
公
権
力
が
障

碍
者
の
能
力
開
発
お
よ
び
活
動
の
機
会
を
奪
い
、
こ
れ
が
障
碍
に
関
連
し
た
促
進
措
置
に
よ
っ
て
は
十
分
に
は
補
い
え
な
い
場
合
に
は
、

存
在
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
他
の
人
に
は
開
か
れ
て
い
る
能
力
開
発
お
よ
び
活
動
の
機
会
が
、
障
碍
を
も
つ
人
間
に
は
与
え
ら
れ
な
い
場

合
に
妥
当
す
る
。
最
終
的
に
は
、
障
碍
者
に
と
っ
て
不
利
益
と
な
る
不
平
等
取
扱
い
は
す
べ
て
禁
止
さ
れ
る
。
そ
の
際
に
、
活
動
の
機
会

の
制
限
が
目
的
で
は
な
く
、
公
権
力
の
措
置
の
類
型
的
な
付
随
的
効
果
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
間
接
的
な
不
利
益
も
ま
た
対
象
で
あ
る

【
55
】。
ま
た
、
同
条
は
不
利
益
の
禁
止
の
ほ
か
に
促
進
付
託
も
含
ん
で
い
る
。
こ
の
促
進
支
援
付
託
は
、
利
用
で
き
る
財
政
的
、
人
的
、

物
的
そ
し
て
組
織
的
可
能
性
に
応
じ
て
平
等
な
参
画
を
可
能
に
す
る
こ
と
を
求
め
る
権
利
を
導
く
【
56
】。

（
2
）「
や
む
を
得
な
い
理
由
」

こ
こ
で
も
、
普
通
選
挙
の
原
則
と
同
様
に
、
障
碍
者
を
法
的
に
不
利
に
扱
う
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
は
、「
や
む
を
得
な
い
理
由
」
に

よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
場
合
だ
け
で
あ
る
。
当
該
措
置
は
、
障
碍
に
関
連
す
る
個
別
性
を
考
慮
す
る
た
め
に
不
可
欠
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
国
家
が
促
進
措
置
あ
る
い
は
補
助
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
、
障
碍
を
も
つ
人
間
が
服
す
る
制
約
を
除
去
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
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は
、
こ
れ
に
該
当
し
な
い
。
こ
の
こ
と
が
不
可
能
か
期
待
で
き
な
い
場
合
の
み
、
不
利
益
は
正
当
化
さ
れ
う
る
【
57
】。
権
利
を
行
使
す

る
た
め
の
不
可
欠
の
前
提
で
あ
る
ま
さ
に
そ
の
特
定
の
精
神
的
あ
る
い
は
身
体
的
能
力
が
欠
け
て
い
る
場
合
、「
や
む
を
得
な
い
理
由
」

が
あ
る
。
必
要
な
弁
識
能
力
あ
る
い
は
行
為
能
力
が
障
碍
に
基
づ
き
欠
け
て
お
り
、
適
合
的
な
補
助
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
も
こ
れ
に
有
効

に
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
こ
の
よ
う
な
能
力
を
前
提
と
す
る
権
利
か
ら
の
除
外
は
、
障
碍
を
理
由
と
す
る
差
別
で
は
な
い

【
58
】。
さ
ら
に
、
障
碍
に
関
連
す
る
不
平
等
取
扱
い
の
正
当
化
は
、
衝
突
す
る
憲
法
と
の
比
較
較
量
と
い
う
方
法
に
お
い
て
の
み
、
そ
し

て
厳
格
な
比
例
性
審
査
に
基
づ
い
て
の
み
考
慮
さ
れ
る
。
そ
の
限
り
に
お
い
て
不
平
等
取
り
扱
い
は
、
他
の
少
な
く
と
も
同
価
値
に
あ
る

憲
法
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
適
合
的
で
、
必
要
か
つ
適
切
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
【
59
】。

（　

国
際
人
権
条
約

本
決
定
で
は
、
一
連
の
国
際
人
権
条
約
が
問
題
と
な
っ
た）（1
（

。
決
定
で
は
、
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
一
四
日
の
第
二
法
廷
決
定
（BV

erfGE 

111, （07

：
根
森
二
一
七
頁
以
下
参
照
）」
に
依
拠
し
な
が
ら
、
国
際
法
親
和
的
解
釈
の
原
則
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ド
イ
ツ
が

締
結
し
た
条
約
は
憲
法
の
ラ
ン
ク
に
は
な
い
が
、
連
邦
法
の
形
式
で
同
意
を
え
た
条
約
は
ド
イ
ツ
の
法
秩
序
に
お
い
て
は
連
邦
法
律
の
ラ

ン
ク
に
あ
る
【
61
】。
し
か
し
条
約
は
、
基
本
権
の
内
容
や
射
程
の
規
定
に
と
っ
て
、
そ
し
て
基
本
法
の
法
治
国
家
原
則
に
と
っ
て
の
解

釈
補
助
と
し
て
憲
法
上
の
意
義
を
も
つ
。
こ
れ
ら
を
援
用
す
る
こ
と
は
基
本
法
の
国
際
法
協
調
性
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
基
本
法
は
可
能

な
限
り
、
国
際
法
上
の
義
務
付
け
と
の
衝
突
が
生
じ
な
い
よ
う
に
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
【
62
】。
そ
し
て
、
同
時
に
、
欧
州
人

権
条
約
を
解
釈
補
助
と
し
て
引
用
す
る
枠
内
で
は
、
同
じ
訴
訟
物
を
対
象
と
す
る
も
の
で
は
な
い
場
合
も
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
欧
州
人
権

裁
判
所
の
判
決
を
考
慮
す
る
【
64
】。
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三

被
全
世
話
人
と
在
精
神
科
病
院
触
法
障
碍
者
の
選
挙
権
の
制
限
（
畑
尻
）

こ
の
よ
う
な
原
則
に
基
づ
い
て
、
市
民
的
お
よ
び
政
治
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
（
Ｂ
規
約
）
二
五
条
ｂ
【
67
─

68
】、
障
碍
者
の
権

利
条
約
二
九
条
ａ
【
69
─

77
】、
欧
州
人
権
条
約
第
一
議
定
書
三
条
【
78
─

82
】
が
検
討
さ
れ
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
上
述
の
憲
法
上
の

基
準
を
変
更
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
た）（1
（

。

Ⅳ 
選
挙
法
一
三
条
二
号
と
三
号
の
憲
法
適
合
性

Ⅲ
で
示
し
た
基
本
権
解
釈
を
二
号
お
よ
び
三
号
に
あ
て
は
め
、
被
全
世
話
人
お
よ
び
在
精
神
科
病
院
触
法
障
碍
者
の
選
挙
権
の
制
限

は
、「
普
通
選
挙
の
原
則
」
に
も
、「
障
碍
を
理
由
と
す
る
不
利
益
の
禁
止
」
に
も
違
反
す
る
と
し
た
。

1　

被
全
世
話
人
（
二
号
）

（
1
）
普
通
選
挙
の
原
則

連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
れ
ば
、
選
挙
法
一
三
条
二
号
は
、
あ
ら
ゆ
る
公
民
は
そ
の
選
挙
権
を
同
様
に
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

普
通
選
挙
の
原
則
を
制
約
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
九
九
〇
年
の
世
話
人
法
の
改
正
に
よ
っ
て
立
法
者
が
目
指
し
た
の
は
、
弁
識
能
力
を
欠

く
人
を
選
挙
か
ら
除
外
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
民
の
政
治
的
意
思
形
成
に
お
け
る
統
合
過
程
と
い
う
選
挙
の
性
格
を
確
保
す
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
立
法
目
的
は
正
統
な
も
の
と
い
え
る
【
88
─

90
】。
な
お
、
操
作
・
濫
用
の
危
険
か
ら
選
挙
の
公
正
さ
を
守
る
こ
と
も

憲
法
上
の
利
益
で
あ
り
、
普
通
選
挙
の
原
則
へ
の
本
件
介
入
を
正
当
化
す
る
と
い
う
主
張
は
退
け
ら
れ
て
い
る
【
91
─

92
】）

（1
（

。

し
か
し
、
被
全
世
話
人
の
選
挙
権
を
制
限
す
る
こ
と
は
、
そ
の
目
的
と
の
適
合
性
が
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
本
件
規
律
は
弁
識
能
力
の
不



五
一
四

十
分
な
人
的
集
団
を
対
象
と
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
世
話
人
の
任
命
手
続
の
目
的
は
、
当
事
者
が
そ
の
業
務
を
行
う
際

に
個
々
の
あ
る
い
は
す
べ
て
の
範
囲
の
業
務
に
お
い
て
世
話
人
に
よ
る
補
助
が
必
要
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
誰
が
世
話
人
と
し
て
考
慮
さ

れ
る
か
を
確
定
す
る
こ
と
で
あ
り
、
弁
識
能
力
の
審
査
は
、
任
命
手
続
の
対
象
で
は
な
い
【
94
─

96
】。

た
し
か
に
、
立
法
者
は
、
全
世
話
人
の
任
命
に
は
、
法
律
上
包
括
的
か
つ
具
体
的
な
世
話
の
必
要
性
を
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

こ
と
な
ど
を
根
拠
に
、
被
世
話
人
全
体
で
は
な
く
被
全
世
話
人
の
場
合
に
は
、
選
挙
権
の
制
限
を
正
統
化
で
き
る
と
考
え
た
。
そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
被
全
世
話
人
は
弁
識
能
力
を
欠
く
者
で
あ
る
と
す
る
立
法
者
の
想
定
も
あ
な
が
ち
間
違
い
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
【
97
─

99
】。
し
た
が
っ
て
議
論
は
、
正
統
な
立
法
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
被
全
世
話
人
を
選
挙
か
ら
除
外
し
た
こ
と
が
、
法
律
に
よ
る
類
型

化
に
関
す
る
憲
法
上
の
要
請
に
応
え
て
い
る
か
否
か
と
い
う
段
階
の
問
題
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
立
法
者
が
想
定
す
る
の
は
、
全
世
話
人

の
任
命
＝
そ
の
業
務
を
全
般
に
わ
た
り
処
理
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
＝
弁
識
能
力
を
欠
く
者
と
い
う
一
連
の
判
断
で
あ
る
が
、
世
話

法
に
一
貫
し
て
妥
当
す
る
全
世
話
人
の
任
命
に
は
世
話
の
必
要
性
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
「
必
要
性
の
原
則
」
に
よ
っ
て
こ
の
よ
う
な

想
定
は
成
立
し
な
い
。
す
な
わ
ち
、
二
号
が
そ
の
人
の
選
挙
権
を
制
限
す
る
の
は
、
そ
の
人
が
病
気
や
障
碍
に
よ
っ
て
そ
の
す
べ
て
の
業

務
を
自
か
ら
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
全
世
話
人
が
任
命
さ
れ
て
い
る
場
合
で

あ
る
。
し
か
し
、
必
要
性
の
原
則
に
よ
れ
ば
、
当
事
者
の
世
話
の
必
要
性
が
世
話
人
以
外
の
補
助
に
よ
っ
て
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
世

話
人
の
任
命
は
禁
止
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
包
括
的
な
世
話
が
必
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
全
世
話
人
の
任
命
が
な
さ
れ
な
い
場
合
に

は
、
二
号
は
適
用
さ
れ
ず
、
選
挙
権
は
引
き
続
き
維
持
さ
れ
る
【
100
─

10（
】。

立
法
者
が
類
型
的
規
律
を
行
う
場
合
に
は
、
弁
識
能
力
を
欠
く
人
を
的
確
に
選
挙
権
か
ら
除
外
す
る
た
め
の
基
準
と
し
て
典
型
的
な
事

例
を
現
実
に
即
し
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
く
わ
え
て
、
類
型
化
の
利
点
は
、
そ
れ
と
必
然
的
に
結
び
つ
く
不
平
等
取
扱
い
と
適
切



五
一
五

被
全
世
話
人
と
在
精
神
科
病
院
触
法
障
碍
者
の
選
挙
権
の
制
限
（
畑
尻
）

な
関
係
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
本
件
は
、
そ
の
た
め
の
前
提
条
件
を
満
た
し
て
い
な
い
。
当
該
連
邦
議
会
選
挙
の
際
に
は
全

体
で
八
万
人
以
上
の
被
全
世
話
人
が
二
号
に
よ
る
選
挙
権
の
除
外
の
対
象
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
平
等
原
則
へ
の
介
入
は
と
る
に
足
り
な
い

も
の
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
選
挙
権
の
制
限
に
よ
っ
て
民
主
国
家
に
お
け
る
市
民
の
最
も
重
要
な
権
利
が
継
続
的
に
奪
わ
れ

る
か
ら
で
あ
る
【
105
─

106
】）

（1
（

。

（
2
）
障
碍
を
理
由
と
す
る
不
利
益
の
禁
止

二
号
に
よ
る
選
挙
権
の
除
外
が
、
公
権
力
に
よ
る
規
律
当
事
者
の
能
力
開
発
と
活
動
の
機
会
の
制
約
を
含
む
場
合
、
基
本
法
の
意
味
に

お
け
る
「
不
利
益
」
が
存
在
す
る
【
108
】。
そ
し
て
、
障
碍
を
も
つ
人
間
の
不
利
益
禁
止
に
対
す
る
本
件
介
入
は
正
当
化
さ
れ
な
い
。
連

邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
れ
ば
、
障
碍
を
も
つ
人
を
不
利
益
に
扱
う
こ
と
に
対
し
て
必
要
な
「
や
む
を
得
な
い
理
由
」
が
あ
る
と
い
え
る
の

は
、
法
律
上
の
類
型
化
の
憲
法
上
の
要
請
を
遵
守
し
た
当
該
規
律
が
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
形
成
に
お
い
て
、
以
下
の
た
め
に
不
可
欠
で

あ
る
場
合
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
障
碍
に
条
件
づ
け
ら
れ
た
個
別
性
を
考
慮
に
入
れ
る
た
め
に
、
そ
し
て
、
選
挙
の
統
合
的
性
格
を
保
護

す
る
目
的
で
障
碍
ゆ
え
に
民
主
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
過
程
へ
の
参
加
能
力
を
十
分
に
行
使
で
き
な
い
者
を
選
挙
か
ら
除
外
す
る
た
め

で
あ
る
【
111
】。

し
か
し
、
こ
こ
で
も
さ
き
ほ
ど
の
普
通
選
挙
の
原
則
と
同
様
に
、
全
世
話
人
の
任
命
が
世
話
の
必
要
性
を
欠
く
と
い
う
理
由
だ
け
て
行

わ
れ
な
か
っ
た
人
の
選
挙
権
は
維
持
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
、
二
号
の
規
律
当
事
者
の
不
利
益
が
選
挙
権
の
性
質
上

理
由
づ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
【
111
】。



五
一
六

2　

在
精
神
科
病
院
触
法
障
碍
者
（
三
号
）

（
1
）
普
通
選
挙
の
原
則

在
精
神
科
病
院
触
法
障
碍
者
が
選
挙
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
普
通
選
挙
の
原
則
に
対
す
る
介
入
で
あ
る
が
、
こ
の
介
入
は
、

次
の
二
つ
の
理
由
か
ら
、
正
当
化
さ
れ
な
い
。

第
一
は
、
刑
法
二
〇
条
も
六
三
条
も
、
規
制
対
象
が
弁
識
能
力
を
欠
く
人
的
集
団
に
限
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
刑
法
二
〇
条

（「
行
為
遂
行
時
に
、
病
的
な
精
神
障
碍
、
根
深
い
意
識
障
碍
ま
た
は
知
的
障
碍
若
し
く
は
そ
の
他
の
重
い
精
神
的
偏
倚
の
た
め
、
行
為
の
不
法
を
弁
識
し

又
は
そ
の
弁
識
に
従
っ
て
行
為
す
る
能
力
が
な
い
者
は
、
責
任
な
く
行
為
し
た
も
の
で
あ
る
」）
が
前
提
と
す
る
病
状
は
、
弁
識
能
力
を
欠
く
こ
と

を
証
明
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
【
117
─

122
】。
く
わ
え
て
、
本
条
の
意
味
に
お
け
る
「
責
任
無
能
力
」
は
、
決
し
て
犯
罪
と
は
独
立
し
た

継
続
的
な
状
態
で
は
な
く
、
犯
行
時
、
行
為
の
不
法
へ
の
弁
識
に
し
た
が
っ
て
行
為
す
る
能
力
に
損
傷
が
あ
っ
た
こ
と
で
十
分
で
あ
る

【
12（
─

124
】。

ま
た
、
刑
法
六
三
条
に
よ
れ
ば
、
行
為
時
に
責
任
無
能
力
で
あ
っ
た
者
に
、
そ
の
状
態
を
理
由
と
し
て
重
大
で
違
法
な
行
為
が
予
想
さ

れ
、
そ
の
た
め
に
そ
の
者
が
社
会
に
と
っ
て
危
険
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
場
合
、
裁
判
所
は
、
精
神
科
病
院
に
お
け
る
収
容
を

命
じ
る
。
こ
こ
か
ら
導
か
れ
る
精
神
科
病
院
へ
の
収
容
を
命
じ
る
要
件
（「
長
期
に
わ
た
り
か
つ
将
来
に
い
た
る
精
神
的
ま
た
は
心
的
健
康
の
損

傷
の
存
在
」、「
行
為
を
こ
え
て
続
く
障
碍
の
存
在
」
お
よ
び
「
収
容
者
の
社
会
に
対
す
る
危
険
性
」）
も
、
─
研
究
報
告
書
に
よ
っ
て
実
証
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
─
通
常
「
弁
識
能
力
」
が
欠
け
て
い
る
と
の
推
論
を
許
す
も
の
で
は
な
い
【
125
─

129
】。

第
二
は
、
他
の
制
度
と
の
整
合
性
と
い
う
点
で
も
、
三
条
が
、
弁
識
能
力
を
欠
く
受
刑
者
の
範
囲
を
事
実
に
適
合
し
た
や
り
方
で
定
め



五
一
七

被
全
世
話
人
と
在
精
神
科
病
院
触
法
障
碍
者
の
選
挙
権
の
制
限
（
畑
尻
）

て
お
ら
ず
、
法
律
に
よ
る
類
型
化
の
憲
法
上
の
要
請
を
満
た
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
精
神
科
病
院
へ
の
収
容
の
命
令
が
、
責
任
無
能
力
者
に
よ
っ
て
重
大
な
刑
事
行
為
の
危
険
が
発
生
し
な
い
こ
と
の
み
を
理

由
と
し
て
下
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
選
挙
権
は
維
持
さ
れ
る
。
ま
た
、
精
神
科
病
院
へ
の
収
容
が
自
由
刑
と
並
ん
で
命
じ
ら
れ
る
場
合
、

刑
の
全
部
ま
た
は
一
部
が
収
容
処
分
の
前
に
執
行
さ
れ
た
と
き
に
は
、
選
挙
権
は
ま
ず
は
存
続
し
、
処
分
の
執
行
を
ま
っ
て
は
じ
め
て
選

挙
権
を
失
う
。
さ
ら
に
、
執
行
猶
予
の
た
め
に
精
神
科
病
院
に
お
け
る
収
容
が
停
止
さ
れ
る
場
合
、
三
号
は
適
用
さ
れ
な
い
が
、
執
行
猶

予
が
取
り
消
さ
れ
た
場
合
に
は
選
挙
権
は
新
た
に
失
わ
れ
る
。
さ
ら
に
ま
た
責
任
無
能
力
で
精
神
科
病
院
に
収
容
さ
れ
て
い
る
者
の
選
挙

権
は
、
事
後
的
に
禁
断
治
療
施
設
に
移
送
さ
れ
た
場
合
に
は
復
活
す
る
が
、
こ
の
者
が
そ
の
後
再
び
精
神
科
病
院
に
再
移
送
さ
れ
る
場
合

に
は
、
そ
の
選
挙
権
は
あ
ら
た
め
て
失
わ
れ
る
【
1（0
─

1（2
】。
こ
れ
ら
の
事
例
に
お
い
て
、
い
ず
れ
も
当
事
者
の
「
弁
識
能
力
」
に
変
化
は

な
い
）
（1
）（
（1
（

。
（
2
）
障
碍
を
理
由
と
す
る
不
利
益
の
禁
止

刑
法
二
〇
条
の
責
任
無
能
力
は
身
体
的
、
心
的
、
精
神
的
あ
る
い
は
知
覚
的
損
傷
を
前
提
と
し
て
お
り
、
そ
れ
が
長
期
に
わ
た
り
継
続

す
る
場
合
に
の
み
、
精
神
科
病
院
へ
の
収
容
の
命
令
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
三
号
の
規
律
当
事
者
は
も
っ
ぱ
ら
障
碍
を
も
つ
人
間

で
あ
り
、
規
律
当
事
者
か
ら
民
主
的
共
同
参
画
権
の
中
核
を
奪
う
と
い
う
不
利
益
は
、
障
碍
を
理
由
と
す
る
不
利
益
で
あ
る
【
1（（
─

1（4
）】。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
介
入
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
精
神
的
あ
る
い
は
心
的
健
康
に
お
い
て
同
様
に
損
傷
の

あ
る
人
を
恣
意
的
に
不
平
等
に
扱
う
こ
と
に
な
る
と
い
う
意
味
で
も
、
十
分
な
弁
識
能
力
を
欠
く
典
型
的
な
人
を
把
握
す
る
こ
と
に
適
合

し
な
い
と
い
う
意
味
で
も
、
普
通
選
挙
の
原
則
と
同
様
に
在
精
神
科
病
院
触
法
障
碍
者
を
法
的
に
不
利
に
扱
う
こ
と
に
つ
い
て
、
や
む
を

得
な
い
理
由
が
欠
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
【
1（5
】。



五
一
八

（　

決
定
に
対
す
る
評
価

本
決
定
に
対
す
る
学
説
の
評
価
は
二
つ
に
分
か
れ
る
。
一
つ
は
、
能
力
に
よ
っ
て
分
け
る
こ
と
自
体
は
問
題
な
い
と
い
う
立
場
か
ら
の

も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
あ
る
論
者
に
よ
れ
ば
、
民
主
主
義
に
と
っ
て
非
常
に
根
本
的
な
選
挙
権
と
そ
の
考
え
得
る
制
限
に
つ
い
て
、

基
本
的
で
、
憲
法
上
の
基
準
と
そ
の
適
用
に
お
い
て
説
得
力
あ
る
判
決
が
下
さ
れ
た
。
弁
識
能
力
お
よ
び
決
定
能
力
を
欠
い
て
い
る
こ
と

に
よ
っ
て
選
挙
権
か
ら
除
外
さ
れ
る
べ
き
人
的
範
囲
に
つ
い
て
適
切
な
新
規
律
を
行
う
こ
と
は
、
た
や
す
い
こ
と
で
は
な
い
が
、
立
法
者

の
任
務
で
あ
る
（V

gl. H
illgruber, S. 479

）。
ま
た
、
他
の
論
者
に
よ
れ
ば
、
で
き
る
だ
け
選
挙
能
力
の
な
い
人
す
べ
て
に
、
し
か
し
ま

た
選
挙
能
力
の
な
い
人
だ
け
に
参
加
資
格
を
認
め
な
い
と
い
う
新
た
な
規
律
を
行
う
と
い
う
任
務
が
立
法
者
に
課
せ
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と

は
お
そ
ら
く
は
実
際
上
の
重
大
な
困
難
に
遭
遇
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
選
挙
能
力
の
な
い
者
を
除
外
す
る
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
新
規

律
を
行
わ
な
い
こ
と
は
、
国
民
の
政
治
的
意
思
形
成
に
お
け
る
統
合
過
程
と
い
う
選
挙
の
性
格
を
確
保
す
る
と
い
う
憲
法
上
の
要
請
に
反

す
る
こ
と
に
な
る
（V

gl. Sachs, S. 509

）。

こ
れ
に
対
し
て
、
障
碍
者
の
権
利
条
約
に
よ
れ
ば
、
能
力
に
よ
っ
て
分
け
る
こ
と
自
体
が
問
題
で
、
類
型
化
に
よ
る
選
挙
権
へ
の
介
入

は
正
当
化
さ
れ
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
将
来
、
立
法
者
は
選
挙
権
の
制
限
を
新
し
い
類
型
モ
デ
ル
に
置
き
換
え
る
の
で
は
な
く
、
統
合
的

な
選
挙
権
（ein inklusives W

ahlrecht

）
を
導
入
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
と
い
う
見
解
も
主
張
さ
れ
て
い
る
（V

gl. Schm
alenbach, 

S. 569

）。



五
一
九

被
全
世
話
人
と
在
精
神
科
病
院
触
法
障
碍
者
の
選
挙
権
の
制
限
（
畑
尻
）

Ⅴ 

事
後
処
理

実
施
さ
れ
た
選
挙
が
依
拠
し
た
選
挙
法
が
違
憲
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
事
後
処
理
に
つ
い
て
は
二
つ
の
問
題
が
あ
る
。
違
憲
の
選

挙
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
選
挙
の
効
力
を
ど
う
考
え
る
の
か
と
い
う
問
題
と
当
該
違
憲
選
挙
法
の
効
力
の
問
題
で
あ
る）（1
（

。

前
者
に
つ
い
て
、
二
〇
一
二
年
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
法
改
正
は
大
き
な
意
味
を
も
つ
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
改
正
に
よ
り
、
主

観
的
権
利
侵
害
の
み
を
理
由
と
す
る
選
挙
審
査
抗
告
の
提
起
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
連
邦
議
会
選
挙
の
有
効
性
や
議
員
の
議
席
喪

失
と
は
別
に
、
連
邦
議
会
選
挙
の
際
の
有
権
者
の
権
利
侵
害
の
み
を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

後
者
、
す
な
わ
ち
、
違
憲
法
律
を
ど
の
よ
う
に
扱
う
か
に
つ
い
て
は
、
選
挙
法
に
限
定
さ
れ
な
い
広
い
対
処
方
法
の
中
で
検
討
さ
れ
て

い
る
。

憲
法
裁
判
所
に
よ
っ
て
違
憲
で
あ
る
と
さ
れ
た
法
律
は
原
則
と
し
て
無
効
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
本
件
の
よ
う
な
選
挙
審
査
抗
告
に

も
妥
当
す
る
【
1（7
】。
し
か
し
、
多
く
の
事
件
に
お
い
て
裁
判
所
は
当
該
法
令
を
違
憲
と
し
な
が
ら
も
無
効
と
し
な
い
「
違
憲
確
認
判
決

（
不
一
致
宣
言
）」
を
用
い
て
き
た
（
畑
尻
［
制
度
］
三
九
八
頁
以
下
参
照
）。
違
憲
確
認
判
決
は
、
従
来
の
裁
判
例
か
ら
み
る
と
、
①
平
等
原

則
違
反
が
問
題
と
な
る
事
例
、
②「
立
法
者
の
形
成
自
由
」
を
認
め
る
余
地
の
あ
る
事
例
、
③
な
お
一
層
の
違
憲
状
態
や
耐
え
難
い
法
的

空
白
を
回
避
す
る
必
要
が
あ
る
事
例
、
④
立
法
の
不
作
為
が
問
題
と
な
る
事
例
、
⑤
手
続
的
（
形
式
的
）
瑕
疵
が
問
題
と
な
る
事
例
に
お

い
て
下
さ
れ
て
い
る
。
本
件
で
も
、
①
な
い
し
③
を
根
拠
に
、「
立
法
者
が
ど
の
よ
う
に
そ
の
違
憲
な
取
扱
い
を
排
除
す
る
の
か
そ
し
て

そ
の
際
に
、
普
通
選
挙
の
原
則
と
国
民
の
政
治
的
意
思
形
成
に
お
け
る
統
合
過
程
と
し
て
の
選
挙
の
性
格
を
確
保
す
る
こ
と
を
ど
の
よ
う

に
調
整
す
る
か
は
、
立
法
者
の
問
題
で
あ
る
」
と
し
て
、
二
号
を
無
効
と
は
し
な
か
っ
た
【
1（9
】。
そ
し
て
、
本
件
で
は
、
適
用
の
停
止



五
二
〇

が
重
大
な
法
的
空
白
や
法
的
不
安
定
を
生
じ
さ
せ
る
な
ど
、
二
号
を
立
法
者
の
決
定
ま
で
例
外
的
に
適
用
さ
せ
る
べ
き
理
由
は
存
在
し
な

い
と
し
た
【
1（9
】。

こ
れ
に
対
し
て
、
三
号
の
場
合
に
は
、
違
憲
確
認
判
決
を
採
用
す
る
上
記
の
理
由
が
存
在
し
な
い
と
し
て
、
違
憲
無
効
判
決
が
採
用
さ

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
決
定
に
よ
れ
ば
、
在
精
神
科
病
院
触
法
障
碍
者
を
選
挙
権
か
ら
除
外
す
る
こ
と
を
代
替
措
置
な
く
や
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
現
状
よ
り
も
憲
法
に
適
合
す
る
秩
序
か
ら
な
お
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
状
態
を
作
り
出
し
て
し
ま
う
こ
と
は
な
い
。
同

時
に
、
三
号
を
無
効
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
立
法
者
の
形
成
の
余
地
（
裁
量
）
は
縮
減
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
在
精
神
科
病

院
触
法
障
碍
者
を
す
べ
て
選
挙
か
ら
除
外
す
る
と
い
う
こ
と
を
維
持
し
な
が
ら
、
選
挙
権
制
限
を
普
通
選
挙
の
原
則
と
差
別
禁
止
を
満
足

さ
せ
る
よ
う
に
新
た
に
規
律
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
【
140
】。

結
局
、
二
〇
一
九
年
七
月
一
日
施
行
の
連
邦
選
挙
法
等
を
改
正
す
る
法
律
（BGBl. I S. 8（4

）
に
よ
り
、
二
号
と
三
号
は
削
除
さ
れ
、

選
挙
権
か
ら
の
除
外
は
、
一
号
の
み
と
な
っ
た
。
ま
た
、
被
全
世
話
人
と
在
精
神
科
病
院
触
法
障
碍
者
は
介
助
を
受
け
て
選
挙
（
連
邦
議

会
選
挙
、
欧
州
議
会
選
挙
等
）
で
投
票
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
（
泉
六
頁
以
下
参
照
））

11
（

。

結
び
に
か
え
て

最
後
に
以
上
の
よ
う
な
決
定
を
日
本
法
へ
の
示
唆
と
い
う
観
点
か
ら
再
度
確
認
し
て
、
小
論
を
閉
じ
た
い
。

ま
ず
、
本
決
定
は
、
民
主
主
義
過
程
に
お
け
る
選
挙
の
意
義
、
性
格
、
機
能
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
憲
法
上
の
要
請
と
し
て
の
規

制
目
的
を
明
確
な
形
で
導
き
出
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
民
主
主
義
と
選
挙
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
国



五
二
一

被
全
世
話
人
と
在
精
神
科
病
院
触
法
障
碍
者
の
選
挙
権
の
制
限
（
畑
尻
）

民
の
政
治
的
意
思
形
成
に
お
け
る
統
合
過
程
と
い
う
選
挙
の
性
格
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
過
程
に
参
加
す
る
能

力
が
憲
法
上
要
請
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
規
制
目
的
が
憲
法
上
正
当
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
区
別
（
規
制
方
法
）
が
そ
の
目
的
を

達
成
す
る
た
め
に
適
合
的
か
つ
必
要
な
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
そ
の
判
断
は
現
実
に
即
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

し
て
、
類
型
化
と
一
般
化
に
と
も
な
う
立
法
裁
量
は
認
め
ざ
る
を
え
な
い
と
し
て
も
、
類
型
化
の
メ
リ
ッ
ト
と
そ
れ
に
伴
う
不
平
等
取
扱

い
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
と
の
均
衡
を
図
る
た
め
に
は
、
類
型
化
に
対
す
る
憲
法
上
の
要
請
と
い
う
枠
が
設
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
選
挙
の
公
務
性
や
一
定
の
能
力
の
必
要
性
を
前
提
と
し
た
上
で
も
、
普
通
選
挙
の
原
則
か
ら
厳
格
な
審
査
基
準
を
導
き
出

し
、
手
段
審
査
に
お
い
て
こ
れ
を
適
用
し
て
い
る
。

国
際
人
権
条
約
に
つ
い
て
は
、
そ
の
法
的
効
力
が
憲
法
よ
り
も
下
位
に
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、「
国
際
法
親
和
的
解
釈
」
の
原
則
に

よ
っ
て
、
基
本
権
の
内
容
に
つ
い
て
解
釈
補
助
と
し
て
用
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
権
条
約
の
解
釈
に
つ
い
て
、
欧
州
人
権

裁
判
所
の
判
決
、
人
権
条
約
解
釈
の
た
め
の
諸
委
員
会
・
諸
機
関
の
態
度
表
明
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
─
個
々
の
判
断
内
容
に
つ
い
て
は

異
論
も
あ
る
が
─
そ
れ
ぞ
れ
の
人
権
条
約
の
要
請
に
よ
っ
て
基
本
法
の
要
請
を
変
更
す
る
こ
と
が
必
要
か
否
か
を
個
別
具
体
的
に
検
討
し

て
い
る
。

ま
た
手
続
問
題
に
つ
い
て
は
、
法
改
正
に
よ
っ
て
法
律
上
も
選
挙
審
査
抗
告
に
お
い
て
選
挙
の
効
力
と
は
別
に
権
利
侵
害
の
確
認
の
み

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
選
挙
審
査
抗
告
に
お
け
る
権
利
侵
害
の
主
張
が
よ
り
容
易
に
な
る
と
と
も

に
事
後
処
理
の
柔
軟
性
も
増
し
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
事
後
処
理
に
お
け
る
立
法
者
の
裁
量
の
広
狭
に
よ
る
違
憲
確
認
判
決
と
違
憲
無

効
判
決
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
も
先
例
に
し
た
が
っ
た
対
応
が
な
さ
れ
て
い
る

本
稿
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
本
決
定
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
同
時
に
こ
れ
を
同
種
の
問
題
に
対
す
る
日
本
の
諸
判
決
と
比
較



五
二
二

し
て
、
両
者
の
共
通
点
と
相
違
点
を
確
認
し
た
。
こ
の
共
通
点
と
相
違
点
の
確
認
に
お
い
て
は
、
一
般
の
訴
訟
法
を
「
借
用
」
し
た
憲
法

訴
訟
の
積
極
的
側
面
と
同
時
に
そ
の
困
難
性
、
す
な
わ
ち
、
一
般
の
訴
訟
法
の
運
用
に
よ
っ
て
実
質
的
な
憲
法
訴
訟
法
を
形
成
す
る
こ
と

の
限
界
も
、
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
個
別
の
検
討
は
別
稿
に
譲
る
。

（
1
）
成
年
被
後
見
人
の
選
挙
権
の
制
限
に
関
し
て
は
、
東
京
地
判
平
成
二
五
・
三
・
一
四
（
判
時
二
一
七
八
号
三
頁
）
が
あ
る
。
ま
た
、
受
刑
者
の

選
挙
権
の
制
限
に
関
し
て
は
、
大
阪
地
判
平
成
二
五
・
二
・
六
（
判
時
二
二
三
四
号
三
五
頁
）、
大
阪
高
判
平
成
二
五
・
九
・
二
七
（
判
時
二
二

三
四
号
二
九
頁
）、
広
島
地
判
平
成
二
八
・
七
・
二
〇
（
判
時
二
三
二
九
号
六
八
頁
）、
広
島
高
判
平
成
二
九
・
一
二
・
二
〇
（
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
）、
最
三
小
決
平
成
三
一
・
二
・
二
六
、
東
京
高
判
平
成
二
五
・
一
二
・
九
（
判
例
集
未
搭
載
）、
最
二
小
決
平
成
二
六
・
七
・
九
（
判
時
二

二
四
一
号
二
〇
頁
）
が
あ
る
。

（
2
）
本
決
定
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
九
年
一
二
月
の
ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
月
例
研
究
会
に
お
い
て
報
告
し
、
そ
の
内
容
の
一
部
は
自
治
研
究
に

発
表
し
て
い
る
（「
普
通
選
挙
の
原
則
と
被
全
世
話
人
お
よ
び
在
精
神
科
病
院
触
法
障
碍
者
の
選
挙
権
制
限
」
自
治
研
究
九
六
巻
七
号
（
二
〇
二

〇
）
一
五
三
頁
以
下
）。

（
（
）
具
体
的
に
は
、
基
本
法
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
法
、
刑
法
な
ど
に
よ
り
、
基
本
権
喪
失
の
宣
告
や
選
挙
犯
罪
、
外
患
罪
、
内
乱
罪
に
よ
っ
て
確
定

判
決
を
受
け
た
者
で
あ
る
（V

gl. Schreiber, §
1（, Rn. 7

）。

（
4
）
公
職
選
挙
法
一
一
条
一
項
は
「
次
に
掲
げ
る
者
は
、
選
挙
権
及
び
被
選
挙
権
を
有
し
な
い
。」
と
し
て
、（
旧
）
一
号
で
、「
成
年
被
後
見
人
」、

二
号
で
、「
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
の
者
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
日
本
の
場
合
ド
イ
ツ
と
比
較
し
て
、
そ
の
制

限
は
広
範
か
つ
一
律
で
あ
り
、
そ
の
規
制
目
的
に
も
違
い
が
み
ら
れ
る
。

（
5
）
前
掲
注（
1
）
の
各
判
決
・
決
定
は
、
以
下
の
よ
う
な
訴
訟
に
お
い
て
下
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
、
行
政
事
件
訴
訟
法
四
条
の
当
事
者
訴
訟
と

し
て
の
「
公
法
上
の
法
律
関
係
の
確
認
を
求
め
る
訴
訟
」（
①
公
職
選
挙
法
が
違
憲
で
あ
る
こ
と
の
確
認
と
②
次
回
の
選
挙
に
お
い
て
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
る
地
位
に
あ
る
こ
と
の
確
認
）
で
あ
る
。
東
京
地
裁
平
成
二
五
判
決
は
②
で
あ
り
、
受
刑
者
関
係
で
は
、
大
阪
地
裁
・
高
裁
平
成
二

五
判
決
が
①
と
②
、
広
島
地
裁
平
成
二
八
年
判
決
、
広
島
高
裁
平
成
二
九
年
判
決
そ
し
て
最
高
裁
平
成
三
一
年
決
定
は
①
で
あ
る
。
第
二
に
、
国

家
賠
償
請
求
訴
訟
が
あ
る
。
受
刑
者
関
係
判
決
で
は
い
ず
れ
も
、
確
認
訴
訟
の
補
完
的
な
訴
訟
と
し
て
国
賠
訴
訟
が
用
い
ら
れ
た
。
こ
こ
で
は
、



五
二
三

被
全
世
話
人
と
在
精
神
科
病
院
触
法
障
碍
者
の
選
挙
権
の
制
限
（
畑
尻
）

懲
役
刑
に
処
せ
ら
れ
た
原
告
が
そ
の
刑
の
執
行
を
終
え
た
こ
と
か
ら
、
確
認
訴
訟
は
い
ず
れ
も
不
適
法
と
さ
れ
、
憲
法
判
断
の
舞
台
は
国
賠
訴
訟

と
な
っ
た
。
第
三
は
、
公
職
選
挙
法
二
〇
四
条
の
選
挙
無
効
訴
訟
で
、
東
京
高
裁
平
成
二
五
判
決
と
最
高
裁
平
成
二
六
年
決
定
が
こ
れ
で
あ
る

（
な
お
、
各
訴
訟
法
に
お
け
る
憲
法
訴
訟
に
つ
い
て
は
畑
尻
［
役
割
］
三
四
四
頁
以
下
参
照
）。

（
6
）
二
〇
一
二
年
七
月
一
二
日
の
選
挙
に
お
け
る
権
利
保
護
の
改
善
の
た
め
の
法
律
三
条
（BGBl. I S. 1501

）
に
よ
っ
て
連
邦
憲
法
裁
判
所
法
四

八
条
一
項
に
傍
線
の
部
分
が
追
加
さ
れ
た
。「
選
挙
の
効
力
、
そ
の
権
利
が
基
本
法
四
一
条
に
よ
る
選
挙
審
査
に
服
す
る
限
り
に
お
い
て
、
選
挙

の
準
備
ま
た
は
実
施
の
際
の
権
利
の
侵
害
ま
た
は
連
邦
議
会
議
員
の
資
格
喪
失
に
関
す
る
連
邦
議
会
の
決
定
に
対
す
る
抗
告
は
、
議
員
資
格
が
争

わ
れ
て
い
る
議
員
、
連
邦
議
会
に
よ
り
そ
の
異
議
を
却
下
・
棄
却
さ
れ
た
有
権
者
又
は
有
権
者
の
集
団
、
会
派
又
は
連
邦
議
会
の
少
数
派
で
少
な

く
と
も
法
定
議
員
数
の
一
〇
分
の
一
を
有
す
る
者
が
、
連
邦
議
会
の
決
定
後
二
ヵ
月
以
内
に
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
…
…
」。

ま
た
、
第
三
項
は
以
下
の
よ
う
に
全
面
的
に
改
め
ら
れ
た
。「
有
権
者
又
は
有
権
者
の
団
体
の
抗
告
の
審
査
の
際
に
、
そ
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
た

こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
当
該
選
挙
を
無
効
と
宣
言
し
な
い
と
き
に
は
、
こ
の
侵
害
を
確
認
す
る
」。
な
お
本
法
改
正
に
つ

い
て
はLechner / Zuck, Rn. 1, （, 6, 6a, 26 ; Lenz / H

ansel, Rn. 5, 59

参
照
。

（
7
）
最
高
裁
平
成
二
六
年
決
定
は
、
選
挙
訴
訟
に
お
い
て
受
刑
者
以
外
の
者
が
受
刑
者
の
選
挙
権
制
限
の
違
憲
性
を
主
張
す
る
こ
と
を
退
け
た
。
こ

の
決
定
に
つ
い
て
は
、
第
三
者
の
憲
法
上
の
争
点
の
主
張
適
格
の
問
題
を
こ
え
て
、
他
に
有
効
・
適
切
な
手
段
が
あ
れ
ば
、
選
挙
訴
訟
で
選
挙
権

制
限
の
憲
法
適
合
性
を
主
張
す
る
可
能
性
を
排
除
し
た
と
す
る
解
釈
が
あ
る
（
山
岸
八
六
頁
参
照
）。

（
8
）
日
本
の
場
合
、
議
員
定
数
不
均
衡
訴
訟
に
お
い
て
、
衆
議
院
が
解
散
さ
れ
た
こ
と
を
も
っ
て
、「
本
件
訴
は
そ
の
法
律
上
の
利
益
を
失
う
に
至

つ
た
も
の
と
い
う
べ
く
、
却
下
せ
ざ
る
を
え
な
い
。」
と
す
る
判
決
が
あ
る
（
最
二
小
判
昭
和
五
四
・
一
二
・
二
四
訟
務
月
報
二
六
巻
三
号
五
〇

〇
頁
）。

（
9
）
そ
の
要
因
と
し
て
は
、
基
本
法
が
定
め
る
選
挙
原
則
に
お
い
て
選
挙
権
の
あ
り
方
に
つ
い
て
厳
し
い
要
請
が
な
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
こ
れ
を

実
現
す
る
た
め
に
詳
細
な
法
律
規
定
が
お
か
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
選
挙
権
の
法
的
構
造
を
論
じ
る
実
益
が
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
（
長
尾
四
〇
頁
以
下
参
照
）。

（
10
）
こ
の
点
に
関
連
し
て
、
日
本
国
憲
法
で
は
、「
一
四
条
一
項
が
一
般
的
平
等
原
則
、
四
四
条
但
書
（
あ
る
い
は
一
五
条
一
項
と
結
び
つ
い
た
四

四
条
但
書
）
が
選
挙
平
等
に
関
す
る
特
別
法
と
い
う
関
係
に
な
ろ
う
」
と
い
う
指
摘
が
あ
る
（
玉
蟲
四
一
四
頁
参
照
）

（
11
）
前
掲
注（
1
）
の
各
判
決
に
お
い
て
は
、
在
外
日
本
国
民
選
挙
権
訴
訟
最
高
裁
判
決
（
最
大
判
平
成
一
七
・
九
・
一
四
民
集
五
九
巻
七
号
二
〇



五
二
四

八
七
頁
）
が
試
金
石
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
特
に
選
挙
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
な
く
、
憲
法
前
文
・
一
条
、
四
三
条
一

項
、
一
五
条
一
項
・
三
項
、
四
四
条
た
だ
し
書
を
根
拠
に
、
国
民
主
権
か
ら
国
政
参
加
権
を
導
き
、
投
票
を
す
る
機
会
の
平
等
な
保
障
に
至
る
。

そ
う
し
て
、
国
民
の
選
挙
権
又
は
そ
の
行
使
を
制
限
す
る
こ
と
は
原
則
と
し
て
許
さ
れ
ず
、
例
外
的
に
こ
れ
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
そ
の
よ

う
な
制
限
を
す
る
こ
と
が
「
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
事
由
」（
＝
そ
の
よ
う
な
制
限
を
す
る
こ
と
な
し
に
は
選
挙
の
公
正
を
確
保
し
つ
つ

選
挙
権
の
行
使
を
認
め
る
こ
と
が
事
実
上
不
能
な
い
し
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
）
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。

（
12
）
こ
れ
に
対
し
て
、
大
阪
地
裁
平
成
二
五
年
合
憲
判
決
は
、
類
型
化
と
一
般
化
の
必
要
性
か
ら
、
直
に
立
法
の
広
い
裁
量
を
導
い
て
い
る
。

（
1（
）
先
に
言
及
し
た
以
外
に
も
学
説
上
、
当
該
規
定
が
国
際
人
権
上
問
題
が
あ
る
と
の
見
解
が
主
張
さ
れ
て
い
た
（V

gl. Bear / M
arkard, Rn. 

549 ; Schulte, S. 16
）。

（
14
）
一
連
の
判
決
に
お
い
て
国
際
人
権
条
約
に
言
及
す
る
も
の
は
少
な
い
。
大
阪
地
裁
平
成
二
五
年
合
憲
判
決
が
唯
一
正
面
か
ら
判
断
し
、
国
際
規

約
（
Ｂ
規
約
）
二
五
条
ｂ
が
合
理
的
理
由
の
あ
る
選
挙
権
の
制
限
ま
で
禁
止
す
る
も
の
と
は
解
さ
れ
な
い
と
し
て
い
る
（
倉
田
二
四
頁
参
照
）。

受
刑
者
関
係
で
は
そ
の
他
の
判
決
に
言
及
は
な
い
。
ま
た
、
東
京
地
裁
平
成
二
五
年
違
憲
判
決
で
は
、「
我
が
国
に
お
い
て
も
、
障
害
者
権
利
条

約
へ
の
署
名
以
降
、
…
…
成
年
被
後
見
人
か
ら
選
挙
権
が
一
律
に
奪
わ
れ
て
い
る
我
が
国
の
現
状
を
見
直
す
動
き
が
生
じ
て
い
る
。」
と
し
て
立

法
事
実
の
変
化
の
証
左
の
一
つ
と
し
て
条
約
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
15
）
な
お
、
東
京
地
裁
平
成
二
五
年
判
決
も
、「
そ
の
よ
う
な
不
公
正
、
不
適
正
な
投
票
が
、
相
当
に
高
い
頻
度
で
行
わ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
国
政

選
挙
の
結
果
に
影
響
を
生
じ
さ
せ
か
ね
な
い
な
ど
、
選
挙
の
公
正
が
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
べ
き
事
実
は
見
出
し
難
い
」
と
し
て
、

同
種
の
主
張
を
退
け
て
い
る
。

（
16
）
東
京
地
裁
平
成
二
五
判
決
は
、「
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
事
由
」
を
採
用
す
る
が
、「
そ
の
適
用
段
階
に
お
い
て
、
こ
れ
を
、
目
的
・
手

段
審
査
の
枠
組
み
と
結
合
さ
せ
た
点
に
特
色
が
あ
る
」（
小
泉
一
三
頁
）。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
、
目
的
審
査
に
つ
い
て
は
、
選
挙
権
が
権
利
と

と
も
に
一
種
の
公
務
と
し
て
の
性
格
を
も
併
せ
持
つ
以
上
、
選
挙
権
を
行
使
す
る
に
足
る
能
力
を
欠
く
者
（
事
理
を
弁
識
す
る
能
力
を
欠
く
者
）

に
選
挙
権
を
付
与
し
な
い
と
す
る
こ
と
は
、
立
法
目
的
と
し
て
合
理
性
を
欠
く
も
の
と
は
い
え
な
い
。
さ
ら
に
、
手
段
審
査
に
つ
い
て
は
、
成
年

後
見
制
度
と
選
挙
制
度
は
そ
の
趣
旨
目
的
が
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
一
時
的
回
復
可
能
性
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
や
審
査
対
象
で
あ
る
判

断
能
力
に
違
い
が
あ
る
な
ど
成
年
被
後
見
人
と
さ
れ
た
者
の
中
に
も
、
選
挙
権
を
行
使
す
る
に
必
要
な
判
断
能
力
を
有
す
る
者
が
少
な
か
ら
ず
含

ま
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
来
性
質
の
異
な
る
成
年
後
見
制
度
を
「
借
用
」
し
て
、
成
年
被
後
見
人
か
ら
選
挙
権
を
一
律
に
剝



五
二
五

被
全
世
話
人
と
在
精
神
科
病
院
触
法
障
碍
者
の
選
挙
権
の
制
限
（
畑
尻
）

奪
す
る
規
定
を
設
け
る
こ
と
は
、「
や
む
を
得
な
い
」
と
し
て
許
容
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　
　

な
お
、
目
的
そ
れ
自
体
は
正
当
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
本
判
決
に
対
し
て
は
、
選
挙
権
保
障
の
意
義
を
熟
議
す
る
能
力
を
も
っ
た
市
民
に
よ
る

責
任
あ
る
政
治
参
加
を
民
主
主
義
の
理
想
と
す
る
共
和
主
義
的
民
主
主
義
観
か
ら
切
り
離
し
、
多
元
化
社
会
に
お
け
る
議
会
政
に
と
っ
て
よ
り
適

合
的
な
も
の
へ
と
読
み
替
え
て
い
る
本
判
決
の
選
挙
権
理
解
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
よ
り
踏
み
込
ん
だ
目
的
審
査
が
行
わ
れ
て
も
よ
か
っ
た
と
す
る

指
摘
が
あ
る
（
小
泉
一
三
頁
以
下
参
照
）。

（
17
）
下
級
裁
判
所
の
判
断
は
合
憲
（
大
阪
地
裁
平
成
二
五
年
判
決
、
広
島
地
裁
平
成
二
八
年
判
決
、
広
島
高
裁
裁
平
成
二
九
年
判
決
）
と
違
憲
（
大

阪
高
裁
裁
平
成
二
五
年
判
決
）
に
分
か
れ
る
。
大
阪
地
裁
平
成
二
五
年
判
決
は
、
平
成
一
七
年
最
大
判
の
法
理
に
つ
い
て
は
、
事
案
を
異
に
す
る

と
し
た
う
え
で
、
選
挙
が
選
挙
権
と
し
て
の
性
格
の
他
に
公
務
と
し
て
の
性
格
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
基
づ
い
て
「
公
正
な
方
法
で
政
治
的
な
意

思
を
表
明
し
得
る
能
力
及
び
適
性
」
が
要
請
さ
れ
、
ま
た
画
一
的
処
理
も
要
請
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
広
い
立
法
裁
量
が
認
め
ら
れ
る
と
し
た
。
こ

れ
に
対
し
て
、
大
阪
高
裁
平
成
二
五
年
判
決
は
「
や
む
を
得
な
い
事
由
」
の
法
理
を
採
用
し
、
①
受
刑
者
は
著
し
く
遵
法
精
神
に
欠
け
、
公
正
な

選
挙
権
の
行
使
を
期
待
で
き
な
い
、
②
受
刑
者
を
拘
禁
す
る
必
要
性
及
び
そ
の
性
質
に
照
ら
し
選
挙
権
の
制
限
は
や
む
を
得
な
い
、
③
情
報
取
得

が
困
難
で
あ
る
と
い
う
各
主
張
に
つ
い
て
検
討
し
、
い
ず
れ
も
そ
の
主
張
は
採
用
で
き
な
い
と
し
て
、
受
刑
者
の
選
挙
権
を
一
律
に
制
限
し
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
「
や
む
を
得
な
い
事
由
」
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
。

　
　
　

両
判
決
の
違
い
を
、
学
説
に
お
け
る
一
元
説
と
二
元
説
か
ら
説
明
す
る
例
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
一
審
判
決
が
、
選
挙
の
公
務
性
に
基
づ
い

て
、
能
力
・
適
性
の
要
請
と
画
一
性
の
要
請
を
導
出
し
、
そ
こ
か
ら
選
挙
権
制
限
に
対
す
る
立
法
裁
量
を
広
く
認
め
る
の
に
対
し
て
、
控
訴
審
判

決
は
、
そ
れ
が
権
利
一
元
説
を
採
っ
た
も
の
と
ま
で
は
言
い
切
れ
な
い
も
の
の
、
選
挙
権
の
権
利
性
を
基
礎
と
し
て
、
公
正
な
選
挙
の
た
め
の
必

要
最
小
限
度
の
制
限
し
か
認
め
な
い
と
い
う
論
理
構
成
を
と
っ
て
お
り
、
両
者
は
そ
の
入
口
か
ら
し
て
異
な
る
と
い
え
る
。」
と
す
る
（
金
子
一

三
四
頁
）。
こ
れ
に
対
し
て
は
「
二
元
説
を
明
示
的
に
採
用
し
た
地
裁
は
欠
格
事
由
を
合
憲
と
し
た
の
に
対
し
、
違
憲
判
断
を
し
た
高
裁
は
選
挙

権
の
公
務
性
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
し
か
し
そ
れ
ぞ
れ
の
判
決
に
お
い
て
、
そ
の
違
い
が
結
論
の
差
異
と
直
結
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
な

お
成
年
被
後
見
人
に
関
す
る
東
京
地
裁
は
、
二
元
説
に
立
っ
た
上
で
選
挙
権
の
制
限
を
違
憲
と
判
断
し
て
い
る
」（
渡
辺
他
四
二
〇
頁
）
と
す
る

見
解
が
あ
る
。

　
　
　

広
島
地
裁
平
成
二
八
年
判
決
は
、
平
成
一
七
年
最
大
判
の
法
理
に
つ
い
て
は
、
事
案
を
異
に
す
る
と
し
た
う
え
で
、
選
挙
権
は
公
務
と
し
て
の

性
格
を
併
せ
持
つ
も
の
と
し
て
、
広
い
立
法
裁
量
に
よ
っ
て
合
憲
と
い
う
判
断
を
下
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、「
ま
ず
、
問
わ
れ
る
べ
き
は
、



五
二
六

…
…
選
挙
権
に
公
務
性
を
認
め
な
け
れ
ば
厳
格
な
基
準
が
求
め
ら
れ
、
公
務
性
が
認
め
ら
れ
れ
ば
立
法
府
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
る
、
と
い
う
二
分

法
が
、
成
立
す
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。」（
千
國
四
一
頁
）
と
す
る
批
判
が
あ
る
。
な
お
、
広
島
高
裁
平
成
二
九
年
判
決
も
、
最
高
裁
第

三
小
法
廷
平
成
三
一
決
定
も
地
裁
判
断
を
維
持
し
た
。

（
18
）
大
阪
地
裁
平
成
二
五
年
合
憲
判
決
に
関
連
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
形
で
、
現
行
制
度
の
相
互
不
一
致
、
一
貫
性
の
な
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、「
自
由
刑
の
執
行
に
と
も
な
う
隔
離
に
よ
り
『
選
挙
権
を
適
正
に
行
使
で
き
る
環
境
が
実
質
的
に
保
障
で
き
な
い
お
そ
れ
』
…
…
が

正
当
な
考
慮
事
項
で
あ
る
と
す
る
と
、
刑
事
収
容
施
設
及
び
被
収
容
者
等
の
処
遇
に
関
す
る
法
律
二
条
四
号
の
『
受
刑
者
』
の
う
ち
五
号
の
『
懲

役
受
刑
者
』
と
六
号
の
『
禁
錮
受
刑
者
』
が
選
挙
権
を
剥
奪
さ
れ
、
七
号
の
『
拘
留
受
刑
者
』
が
剥
奪
さ
れ
な
い
と
い
う
差
異
は
、
は
た
し
て
説

明
で
き
る
の
か
。
…
…
ま
た
、
情
報
環
境
の
不
備
が
正
当
化
の
説
明
に
必
須
な
ら
ば
、
な
ぜ
仮
釈
放
中
も
剥
奪
さ
れ
る
の
か
…
…
。
現
行
法
の
完

成
度
は
、
本
件
に
お
い
て
網
羅
的
に
点
検
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
」（
倉
田
二
三
頁
）。

（
19
）
裁
判
例
が
依
拠
す
る
各
訴
訟
（
前
掲
注（
5
））
に
お
い
て
憲
法
違
反
の
主
張
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、
事
後
的
な
措
置
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

②
次
回
の
衆
議
院
議
員
の
総
選
挙
に
お
い
て
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
る
地
位
に
あ
る
こ
と
の
確
認
と
③
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
に
お
い
て
は
、
訴
訟

の
性
格
上
、
直
ち
に
事
後
的
な
処
置
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
①
公
職
選
挙
法
が
違
憲
で
あ
る
こ
と
の
確

認
と
④
選
挙
訴
訟
に
場
合
に
は
判
決
の
結
果
が
当
該
選
挙
の
効
力
の
問
題
と
直
結
す
る
が
ゆ
え
に
問
題
と
な
る
。
④
の
場
合
に
は
、
議
員
定
数
不

均
衡
事
件
の
昭
和
五
一
年
大
法
廷
判
決
（
昭
和
五
一
・
四
・
一
四
民
集
三
〇
巻
三
号
二
二
三
頁
）
が
示
し
た
解
決
方
法
、
す
な
わ
ち
、
事
情
判
決

の
法
理
の
援
用
に
よ
る
「
違
憲
で
は
あ
る
が
無
効
で
は
な
い
」
と
い
う
判
断
方
法
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
①
の
場
合
に
も
、
公
職

選
挙
法
は
違
憲
で
あ
る
が
無
効
で
は
な
い
の
で
当
該
選
挙
自
体
は
有
効
な
も
の
と
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

（
20
）
今
回
の
法
改
正
は
、
違
憲
と
な
っ
た
現
行
法
に
代
わ
り
何
ら
か
の
基
準
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
過
程
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
を

選
挙
権
か
ら
除
外
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
統
合
過
程
と
い
う
選
挙
の
性
格
を
確
保
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
立
場
か
ら
い
え
ば
、
十
分
な
も
の
と

は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
（V

g. Büchner, S. （27

）。
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